
R1 古城小学校 通学路対策箇所図【対策検討メンバー】
・教育委員会、学校（学）
・道路管理者（道）
・防犯担当部署（区民）
・警察署交通課（警・交）
・警察署生活安全課（警・生）
・古城児童館（児童館）

：交通対策箇所

：通学路

：防犯対策箇所

73

横断歩道前で東側からの車道は一時停止になっ
ているが、西側からはカーブの出口になっており，
見通しが悪いうえに，一時停止になっていない。

＜対策メニュー＞
・児童への交通安全指導（学）
・学校ボランティアの見守り強化（学）

・「止まれ」の路面表示や外側線、カーブのセンター
ラインの引き直し（道）
・一時停止表示の補修(警・交)

・交通安全について呼びかけ、小学校との連携
（児童館）

70

道幅が狭く，交通量が多い。丁字路になってお
り，３方向から車が往来する。

＜対策メニュー＞
・児童への交通安全指導（学）
・学校ボランティアの見守り強化（学）

・交差点部マンション側の歩行者が滞留する部分に
車両防護柵を設置（道）
・交差点の停止線を4ｍ後退させる（警・交）

・交通安全について呼びかけ、小学校との連携
（児童館）

69

道幅が狭く，児童の登下校時の交通量が多い。

＜対策メニュー＞
・児童への交通安全指導（学） ・学校ボランティアの見守り強化（学）
・横断歩道前後の舗装が劣化しているため、舗装の補修を行った後、外側線や「歩行者注意」等の路面表示を行う（道）
・横断歩道の補修（警・交） ・交通安全について呼びかけ、小学校との連携（児童館）

74

人通りが少なく，死角になる部分がある。街路灯
も少なく，周辺では不審者の情報もある。
＜対策メニュー＞
・児童の防犯意識を高める指導を行う（学）
・学校ボランティアの見守り強化（学）
・防犯パトロール（青パト）の実施（区民）
・警察官による警戒・警邏の強化（警・生）

・防犯ボランティア団体に対する情報提供による警
戒強化依頼（警・生）
・防犯について呼びかけ、小学校との連携（児童館）

72

道路途中で歩道が途切れている箇所があり，片
側にしか歩道が設置されていない区間がある。

＜対策メニュー＞
・児童への交通安全指導（学）
・学校ボランティアの見守り強化（学）
・外側線及びカーブのセンターラインの引き直し（道）

・停止線・横断歩道・横断歩道予告標識（ダイヤマー
ク）の引き直し（警・交）

・交通安全について呼びかけ、小学校との連携
（児童館）

71

道路途中で歩道が途切れている箇所があり，片
側にしか歩道が設置されていない区間がある。
＜対策メニュー＞
・児童への交通安全指導（学）
・学校ボランティアの見守り強化（学）

・交差点部マンション側の歩行者が滞留する部分に
車両防護柵を設置（道）
・交差点の停止線を4ｍ後退させる（警・交）

・交通安全について呼びかけ、小学校との連携
（児童館）


